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はじめに

漢字がいつ誕生したのかはわからない。紀元前3000年頃、皇帝伏羲が易

の八卦を発明し、前2700年頃、黄帝の臣で史官の蒼頡（倉頡）がそれをも

とにして文字を作ったという。また、蒼頡は鳥の足跡を見て文字をを作っ

たともいわれている。もちろんこの文字誕生説は、伝説に過ぎない。文字

は個人の発明によるものではない 1）。

確認できる中国最古の文字は、殷王朝（およそ前17世紀～前11世紀頃）

で作られたものである。殷王朝では、国家の重要な行事を卜占（うらない）

によって決定していた。卜占には亀の甲羅や牛骨などが用いられた。これ

らを焼くことによって表面にひび割れが生じ、その割れ目の形で吉凶を占

った。事前に占う事柄、またその結果や王の下した判断なども甲羅や牛骨

に刻みつけられた。文字が刻まれた材料からこの文字を甲骨文字（甲骨文、

亀甲獣骨文字とも）という。また、殷王朝の遺跡から発見されたので殷墟

文字ともいう。現在では甲骨文字が、遡ることができる最も古い漢字の祖

先とされている。

甲骨文字が漢字の祖先であっても、その形は普段見慣れてるものとは大

きく異なる。漢字は時代により形を変化させ現代に到っている。字体の変

遷を以下に外観してみる2）。
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甲骨文字

金文

時代的には甲骨文字と同じかやや後である。青銅器に刻まれたので金文

という。形に関しては基本的には甲骨文字と大差はない。殷王朝時代のも

のを殷金文、周王朝から戦国時代のものを周金文という。

大篆

秦の始皇帝が文字を統一する以前のもの。籀文ともいう。周の宣王の時

代に太史籀という史官が作ったということに由来するが、事実とは考えら

れていない。

小篆

秦が天下を統一したとき、それまで地方でばらばらであった度量衡の統

一とともに、字体の統一もなされた。そこで制定された字体が小篆である。

隷書

小篆が制定されたときに、一方で隷書が作られた。小篆は形が煩雑であ

り書写に時間を要した。そこで書写しやすい形として隷書が案出された。

漢の時代は隷書の全盛であった。

楷書・行書・草書

隷書が発展して楷書、行書、草書へと進んだと考えられる。発生の順序

は、草書が前漢の木簡に見られ、後漢末に楷書が生まれた。行書は後漢の

劉徳昇が作ったとされる。
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簡体字

1956年「漢字簡化方案」が公布され、現在中国では刊行される新聞、雑

誌、書籍はすべてこの字体が用いられている。

漢字は、３～４世紀頃『千字文』、『論語』とともに 日本に伝えられた

という説がある。しかし、『千字文』は６世紀初頭、周興嗣が作ったとさ

れているのでこの説には矛盾が生じる3）。朝鮮半島との交流が盛んになっ

た４世紀頃から本格的に渡来人によって漢字が移入されるようになった 4）。

日本にいつ漢字が入ってきたのかを明確に特定することはできない。

５世紀になると、日本で日本のことを書いた資料の存在が確認できる。

和歌山県の隅田八幡宮の鏡の銘文、埼玉県の稲荷山古墳や熊本県の江田船

山古墳から出土した鉄剣などである。日本人の漢字使用はこの頃からであ

ろう。それ以前は中国の『三国志・魏書・東夷伝』の中に「卑弥呼」など

３世紀頃の日本のことを記述した例はあるが、これは日本人の漢字使用で

はない。

長い年月を経て、漢字はその形を変化させてきた。現在、中国では「簡

体字」が普及し、日本では日本独自に簡略化した「略字」が用いられてい

る。日本において「簡体字」を取り入れようという動きはない。

漢字は「形」（字体）、「音」（読み方）、「義」（意味）の三要素から成り

立っている。「簡体字」と「略字」を比較し（中国には存在しない「笹」

や「峠」などの「国字」は除外）、特に「形」の相違を常用漢字を中心に

論じる（ここでは平成22年 6月 7日答申の改定常用漢字2136字を対象とし

た）。
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常用漢字と簡体字

後漢の許慎によって『説文解字』が著され、部首を設け漢字を分類、整

理した。清の康煕帝の勅命により『康煕字典』が編まれ、さらに部首等は

整理された。日本の多くの漢和辞典もこれをほぼ踏襲している。

漢字の字体は、同一の字であってもそれが一つとは限らない。同一の字

でありながら異なる字体が存在するものを「異体字」という。唐代の顔元

孫の『干禄字書』では800字余りを「通字」、「俗字」、「正字」に弁別し字

体の整理を行っている。

干禄字書通字、俗字、正字例 5）
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注
1）平凡社 白川静著『漢字の世界１・第一章 文字原始 漢字の起源』参照
2）甲骨文字、金文、大篆、小篆、隷書の各字体は、平凡社 白川静著『文字
逍遙』参照
3）吉川弘文館 世界の文字研究会編『世界の文字の図典』320頁参照
4）吉川弘文館 世界の文字研究会編『世界の文字の図典』500－501頁参照
5）吉川弘文館 世界の文字研究会編『世界の文字の図典』322頁参照
6）平凡社 白川静著『漢字百話・Ⅹ漢字の問題』等に同様の指摘がある
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